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光生物学的安全性評価のための
計測基盤構築に向けた取り組み

●光源の人体への傷害リスクを高精度に評価する技術
● 実用性と高い信頼性を兼ね備えた計測手法の開発・提案
● 高強度光源や紫外光源に対する性能と安全性の両立

研究のねらい

近年、LEDやレーザ応⽤光源などの⾼出⼒・⾼密度な光源の開発に加えて、コロナウィルス対策の
⼀環として殺菌効果の⾼い紫外光源の開発が進んでおり、光源の性能と⼈体（眼・⽪膚）への安全性
（光⽣物学的安全性）の両⽴が課題となっています。光⽣物学的安全性の評価は、⼈体への照射場⾯
を模した複雑な測定条件を要するため、評価⽅法の検証も測定条件の解釈も不⼗分な⾯があり、独⾃
の測定⽅式が各所で運⽤されるなど、信頼性および実⽤性の観点から課題があります。本研究では、
⾼精度な測光・放射測定技術に基づき、信頼性と実⽤性を兼ね備えた光⽣物学的安全性の評価を可能
とするための計測基盤の構築に取り組んでいます。

研究内容

光放射の⼈体（眼、⽪膚）に対する安全性の評
価では、紫外域から近⾚外域までの光放射に対し
て、異なる波⻑範囲及び幾何条件に基づき定義さ
れた５種類の傷害リスクを評価し、４段階の区分
（Exempt, RG1, RG2, RG3）で判定します。本
研究では、国家計量標準の開発で培った、紫外・
可視・近⾚外の広い波⻑範囲における⾼精度な分
光放射測定技術を活⽤し、広いパワーレベルで、
発光⾯積、強度分布、配光などの光源特性を考慮
した、傷害リスクの精密測定を可能としました。

また、⼆次元計測の要素を加味した測定、測光
データの活⽤、減光技術など、実⽤的⾒地から⼗
分な信頼性を有する、代替計測法の開発も⾏って
います。さらに、対応する計量標準の⾼度化など
により、更なる信頼性向上を図っています。

光生物学的安全性評価の一例
（所定の視野条件での分光放射照度測定値）

今後の展開

• 国際⽂書（IEC62471, IEC TR62778 etc.）に
基づく、インコヒーレント光源に対する光⽣物
学的安全性の評価

• 光⽣物学的安全性評価に必要となる計測基盤の
提供および技術移転

• 殺菌⽤紫外光源に対する、⾼精度な安全性評価
⼿法の開発

• 光⽣物学的安全性評価のための実⽤計測技術の
開発および国際標準化

代表的な測定要素および評価装置
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LED投光器（例）に対する
傷害リスクの評価結果︓
• 紫外放射傷害︓Exempt
• 近紫外放射傷害︓Exempt
• ⻘⾊光網膜傷害︓RG2
• 網膜熱傷害︓ Exempt
• ⾚外放射傷害︓ Exempt

輝度分布の評価
実⽤計測⼿法の⼀例

（簡易結像光学系による放射輝度測定）

1:1レンズ 視野絞り光源

距離:200 mmでの
分光放射測定の様⼦距離依存性の評価

1000 mm
での視野
（低リスク）

200 mm
での視野
（⾼リスク）


